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（１）スクールライフサポート（就学援助）
【制度概要】
経済的な支援を必要としている保護者に対し、学校生活にかかる費
用負担を軽減するために学用品費や給食費等の援助を行います。

支給費目
支給額

小学校 中学校

学用品費 １年 １,４２０円 １年 ５,３２０円

２年～６年 １１,４２０円 ２年・３年 ２２,３２０円

通学用品費 ２年～６年 ２,２３０円 ２年・３年 ２,２３０円
新入学児童生徒学用品費等 １年 ３２,４８０円

１年 ３７,９２０円
６年 ３７,９２０円

校外活動費（宿泊なし） 全学年 １,５７０円 全学年 ２,２３０円

校外活動費（宿泊あり） 全学年 ３,６２０円 全学年 ６,１００円

修学旅行費 ６年 ２１,４９０円 ３年 ５７,５９０円

学校給食費 全学年 実費分 全学年 実費分

【支給費目・支給額】



【さらなる保護者負担軽減に向けての改善】

・ 対象範囲の拡大（認定基準の緩和）

生活保護基準の１．２倍

・ 新入学用品費の早期支給

・ 新入学用品費の支給額の増額

１.現在実施されている保護者負担軽減策
（１）スクールライフサポート（就学援助）
１.現在実施されている保護者負担軽減策
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⇒ １．４倍

これまで
平成２８年度～

(小学校は今年度から)
小学１年生 ７月中旬 ４月下旬

中学１年生 ７月中旬 小学校６年生時の１月下旬

変更前 変更後

小学１年生 ２０,４７０円 ３２,４８０円

中学１年生 ２３,５５０円 ３７,９２０円
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小中学校の入学にかかる費用が増大になるため、

児童・生徒の保護者に請求する教材費（ワークブック、ドリル、テスト、
実験キット等）を市が助成しました。

【対象者】
・市内の公立小中学校へ通う児童・生徒の１年生の保護者
・私立学校や県立学校へ通う児童・生徒の１年生の保護者

○小学校１年生一人当たり上限 １０，０００円
○中学校１年生一人当たり上限 １７，０００円

小学校 中学校

公立 １,１８５人 １,１７６人

私立等 ５人 ７４人

【平成２８年度実績】

公費負担額合計 ３２，６３４，６９３円
【平成２８年度実績】
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①小中学生安全安心サポート 【平成２９年度から】
学校管理下（登下校含む）において児童・生徒が個人責任
を負うような場合に備えて、損害賠償保険に加入しました。

【保険内容】 １事故、対人対物１億円。

【対象者数】 小学生・・７，２２３人
中学生・・３，５３０人

公費負担額合計 １，８３１，３１０円 【平成２９年度実績】

②スポーツ振興センター保険料公費負担

公費負担額合計 １０，１１６，２６０円 【平成２８年度実績】
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③中学３年生入試・就職試験用保険
市内公立中学の３年生に対し

現在加入している保険が入学試験や就職試験について、
学校管理下と認められないため、この保険に加入しました。

【保険内容】
損害保険・・・１事故、対人対物 １，０００万円
傷害保険・・・傷害により死亡・後遺障害最高 １，０００万円

傷害による入院日額 ５，０００円
傷害による通院日額 ３，０００円

【対象者数】１，２１０人分

公費負担額合計 ３５３，０１０円 【平成２８年度実績】
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小学校は活動費の全額を公費で負担、
中学校は食費を除き公費負担とし、
保護者の負担軽減を図りました。

・小学校は全校が御殿場「東山荘」を利用しました。
概ね一人あたりの負担金は１３，２００円交付しました。
・中学校は県立施設や民間施設を活用し目的にあった活動を実施しました。
概ね一人あたり７，５００円から１７，０００円程度を
保護者に対し、交付しました。

公費負担額合計
２８，４８３，０１２円 【平成２８年度実績】
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・ 生徒の心身の発達に重要な役割を担う、部
活動の充実を図りました。

・ 部活動への交付金・補助金を給付し、部活動
の充実と保護者の負担軽減を図りました。

【各校への交付金】
８，８９０，０００円
【予選を経た県大会以上への派遣補助】
８３７，５７０円

公費負担額合計 ９，７２７，５７０円 【平成２８年度実績】
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・就学援助の認定を受けた世帯に対し保育料（上限１２，０００円/月）補助
しました。

【平成２８年度実績】
・ 補助対象者 １０１件
・ 公費負担額合計 １１，２０４，４１２円

（７）子ども医療費の助成（７）子ども医療費の助成
・病気やけがで医療機関を受診した場合の保険診療分について、
自己負担分を市が助成しました。

【対 象】 ： ０歳～中学校修了前までの市内在住のお子さん
入院・通院とも助成。 所得制限はありません

【平成２７年度実績】 小学生１人平均 27,216円の助成
中学生１人平均 21,123円の助成


